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温でCurie-Weiss則からのずれがあるo またx2の測定からγS- 0(対数的発散 )となり同じ
AuFe合金でもγSの値が異なるoこれは shortrangeorderによりクラスターが生じたためと
考えられるoこのことを調べるためにAuFe(1･6at･0/oFe)で anneal温度 TAを変えた試料










この系ではFeの濃度が増すに従って(1)反強磁性相 (2)反強磁性 ･スピングラス reentrant相











(e) 温度が下ると低磁場 ピークの積分強度が減少し,逆に高磁場 ピー ク強度が増加し,遂に
は低磁場ピークの強度はゼロになる｡
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